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書評
『近代日本社会学者小伝・書誌的考察』
杉
? ?
郎
1 . 本書（川合隆男・竹村英樹共編， 822頁，勁
草書房， 1998年）は，「19世紀前半から20世紀後半
に至るまでの近代日本の社会学の歩みにそれぞれ
に関係した140名の個々の人々の人物誌，書誌に焦
点をあてた「小伝』である」（編者はしがき）。西
周(1827-1897)からはじまって湯崎稔(1931-1984)
に至る140名が生年順にならんでいる。一人10ペー
ジから 2ページぐらいまで長短さまざまで，文末
に執筆者の名がしるされている。巻末に近代日本
社会学史関連年表 (749-799頁）と参考文献 (801
-802頁）と人名索引 (803-813頁）と写真出典一覧
(815-819頁） と編者・執筆者一覧 (821-2頁） と
がついている。凡例はあるが目次はない。
140人の中には，東大や京大など国立大学で社会
学を担当した教授を中心としたアカデミックな学
者たち，早稲田や慶応，中央・東洋・日本・同志
社などの私立大学の教授や，諸官庁・民間・在野
の社会学関係者たちがとりあげられており，その
場合理論社会学・形式社会学のみならず，各種の
応用社会学，社会学の関連分野の人類学・民俗学・
人口学・統計学・経済学などで活躍する人々もふ
くまれ，また日本人以外の外国人，ワーグマン，
モース，フェノロサ，ビゴー， ドーア，アベグレ
ン，ベラーなどの欧米の人々や，厳復，河敬徳，
金賢準，費孝通などの東洋人もふくまれている。
狭義の主として大学に所属する社会学者のみな
らず，幅広い分野から社会学と関連ある人々をえ
らび出したねらいはどこにあるか，「はしがき」は，
近代日本における「社会学」という学問運動・活
動の「場」・「磁場」は予め用意されておった，平
坦なものではなかったとし， (1)日本の近代化の過
程では社会の様々な重層性・多様性が出現したこ
と， (2)社会学の学問活動の組織化・制度化が幾変
遷を経たこと， (3)社会学に関わってきた人々の
「場」の複合性，内外の交錯に注目されるべきこ
との三つをあげ，さらに「特定の観点や思想，理
論などにもとづいてその人物や足跡を評価したり
『評伝』を書くというよりも，まずはそれらの前
にそれぞれの人々に関する年譜や略伝，著作文献
目録，研究参考書誌などの基礎的な資料をできる
だけひろく確認しておきたいという（本書の）意
図」をしるしている。
140人の中から，量的に比較的長いものの一例
(10頁分）として本田喜代治 (1896-1972)を見よ
う（執筆者竹村英樹）。冒頭の「プロフィール」で
「マルクス主義による社会学の体系化を企図」と
題して， 7行の総括がのべられ，研究歴が4期に
わかれるとし，「中学生時代からの長谷川如是閑と
の交流は本田に大きな影響を与えている」と結ぶ。
ついで「略年譜」「略伝」「著作文献目録」「研究参
考書誌」の四項目がある。このうち「著作文献目
録」は本田の場合さらに(1海i著書， (2濯i訳書.(3) 
論文等， (4)書評等に細分され，とくに(4)にあげら
れている 8点の文献は，本田をよりくわしくフォ
ローするうえに参考になる。こうした五部構成は，
その人名にあてられているページ数の多少にかか
わらず原則として守られていて，五十嵐信 (1900
-1928)のように夭折した人の場合 (3頁分）でも，
81 
82 関西大学『経済論集』第49巻第 1号 (1999年6月）
五項目の構成となっている（執筆者川合隆男， p.
497-499)。
2. 私は多年日本の経済学者の追悼文集を蒐
集・紹介してきたが，それは，追悼文集というも
のが，その人物を知るうえに大きな資料的価値を
もっていると思われるのに，残念ながらその文集
が非売品であることなどの理由で，一般にあまり
知られていないからであった。ところが本書の「研
究参考書誌」には，ちゃんとその人物の追悼文集
（単行本で出された場合も，あるいは雑誌の特輯
号として出た場合も）があげられている。高田保
馬の場合は『高田保馬博士の生涯と学説」，創文社，
1981年があげられ，本田喜代治の項には，本田喜
代治追悼文集『日々の糧』 (1973年）があがってい
るが (p.421),竹村はこれを「未見」としている。
瀬川清子の場合は「未来』（末来社）の212号(1984
年）にのった天野武ら10人の追悼文があがってい
る(p.391,執筆者南裕子）。早瀬利雄の場合は『帝
京経済学研究』 18(1・2) , 1984年があがってい
る(p.560,執筆者竹村英樹）。大道安次郎の場合は，
倉田利四郎の追悼文が二つと（『関学社会学部紀
要』，『社会学総論』）と馬場紀男のそれ（『社会学
史研究』）と（いずれも1987年）がのっている。私
も高田保馬や大道安次郎や乗竹孝太郎の追悼文を
紹介している（『経済論集』関西大学経済学会， 44
-4, 1994年10月； 44-3, 1994年8月： 44-4, 1994 
年10月）。なお那須宗一の追悼文集『白門 不老門』
非売品があり (p.687),加田哲二の場合『三田評論』
631号 (1964年）に武村忠雄と中村菊男が書いてい
る(p.401)。牧野巽には『牧野巽先生追悼録』 (1977
年）が (p.586),福武直には『回想，福武直』（東
大出版会， 1990年）が (p.696),服部之練には『服
部之綿人と学問』日本経済評論社， 1988年 (p.
533)が， 34歳で欠折した及川宏の追悼文は1949年
に発表された喜多野清ーと古野清人の追悼文が及
川宏『同族組織と村落生活」（末来社， 1967年）に
収録されている (p.678)。
私は特定の個人を対象とする研究雑誌がわが国
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で発行されていることに注目し，その蒐集と紹介
にも心かけてきた。本書の研究参考書誌の欄にそ
れが紹介されている場合（たとえば『横田保之助
研究』遊戯社，創刊号ー第4号， 1982-86年がp.248
にとりあげられている）と，とりあげられていな
い場合（たとえばフェノロサ， p.58-59)とがある
（『横田保之助研究』と『フェノロサ研究』につい
ては，杉原『思想家の書誌ー研究ノート』，日外ア
ソシェー ツ， 1990年， 172頁， 181頁を参照）。私は
新明正道について『新明社会学研究」という雑誌
が公刊されている（第5号， 1995年，第6号， 1996
年，新明社会学研究会，田野崎昭夫・山本鎮夫）
ことを最近知った。
3. 本書でとりあげられている社会学者は，東
大の建部逓吾・戸田正三や京大の米田庄太郎・高
田保馬に育てられた人が多いが，その他のルート
から社会学に志した人々も少なくない。たとえば
大久保満彦 (1906-1979)は，慶応の経済学部の出
身だが，経済学部で野呂榮太郎と会い，三田社会
科学研究会に参加するが，野呂をはじめ彼の先輩
たちが学連事件にまきこまれたのを機に，彼は「社
会の後衛の役割」としての社会事業をその職業と
して選んだ。戦後もソシアル・ケースワークの実
践や児童福祉論の研究を展開し，「対象論政策論に
本質を求めてきた社会政策的社会事業論とは質的
に異なる」臨床的な社会事業論を追求した。 1932
-73年に公表された多数の「著作文献目録」をみる
と，彼の問題意識の広さと深さをかい間見ること
ができる。また東大の文学部社会学科で喜多野清
ーや服部之綿と同期で卒業論文「ある同盟の研究」
を戸田貞三に提出した大山彦ーは，九大助手，関
西大学講師を経て満州の建国大学に赴任，各民族
の実態調査に従事したが，戦後は故郷鹿児島に帰
って南西諸島の家族制度の研究をまとめた。 1927
年にデボーリン『唯物弁証法と自然科学』を翻訳
したことからはじまる彼の著作文献目録を一覧し
ても，彼の研究歴の時代による変転をたどること
ができる。
菊地綾子 (1900-)や山田わか (1879-1957)や，
山川菊枝 (1890-1980)や瀬川清子 (1895-1984)
や高群逸枝 (1894-1966)のような女性の研究者の
歩みも興味ふかいが，河敬徳 (1897-1951),や金
賢準 (1899-1949)のような韓国の社会学者，厳復
(1854-1921)や費孝通 (1910-)のような中国の
社会学者が本書に収録されていることも注目され
る。金賢準は東洋大学を卒業 (1922年）後ドイツ
に留学して学位を取り，アメリカで学位をとった
河敬徳やフランスで学んだ孔鎮恒とならんで朝鮮
におけるドイツ社会学研究の先駆となった。本書
が紹介している中国や韓国の人々の経歴や業績
は，アジアにおける社会学という学問の特質や運
動を考えさせるものとして示唆ぶかい。
§4. 近代日本の経済史・経済思想史に興味を持
つ私にとって，本書にとりあげられた人々のうち
で特に関心のある若干の人々をとりあげよう。高
木正義 (1863-1932)は1892-95年にアメリカのジ
ョンス・ホプキンス大学やコロンビア大学で経済
学・社会学を修めて学位をとり，帰国後慶応理財
科で貨幣論・銀行論を講義した。 1899年に第一銀
行に入って以来は，信託会社に関する著述がある
が，社会学とも経済学とも離れてゆくようである。
井口孝親 (1888-1932)は東大卒業後大阪朝日新聞
に入社したが「白虹事件」に関連して朝日を退社，
『我等』の編集に従事，その後欧米に留学後九大
法文学部の社会学教授となるが1932年病死。長谷
川如是閑が序を寄せた遺稿集『自殺の社会学的研
究』 (1934年）で大正デモクラシー期のジャーナリ
ストの社会・経済観がうかがえる。高野岩三郎
(1871-1949)については彼の実施した「月島調査」
(1918-20)の関連記事 (p.144,146)が有益であ
る。森本厚吉 (1877-1950)は「生活研究と啓蒙実
践の先駆者」とされているが，札幌農学校卒業後
つとめた東北学院で歴史学・経済学を担当，アメ
リカのジョンス・ホプキンス大学に留学し消費経
済学を研究，学位を得て帰国後北大農科大学でも
消費経済学を研究講義した。更に彼の主張する生
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活改造の実践のため上京して文化生活運動や生活
改善のための女子教育に従事した。略伝は森本が
提唱した生活論は「単なる経済学的領域を越えて
広くわが国の『生活学」の源流に位置する研究で
ある」と結んでいる。彼の「著作文献目録」（単行
本18点，講義録と主幹雑誌各一点）は森本の業績
が経済学と社会学の二つにまたがっていることを
示している。
§5. 本書が「はしがき」に記されたような企図
をほぽ達成できたのは， 2人の編者と32名の執筆
者の努力のたまものであるが，巻末の「参考文献」
にあがっている諸文献， とくに松本潤一郎『日本
社会学』，河村望『日本社会学史研究j上下，斉藤
正二『日本社会学成立史の研究』．秋元律郎『日本
社会学史研究ー形成過程と思想構造ー』や，川合
隆男編の『近代日本社会調査史』 (I) (II) (II) 
および「近代日本社会学関係雑誌記事目録』とい
った先行研究の業績を本書がふまえることができ
たからであろう。近代日本の経済学者の数は社会
学者にくらべるとはるかに多く，本書のような書
誌的小伝を経済学者について編むことは現時点で
は困難と思われるが，将来その作成の機運が生じ
たとすれば，本書は座右にそなえるべきガイドプ
ックとして役立つであろう。
誤植の数がすくないのも本書の仕上がりの丁寧
なことの一証左である。本文では p.287の「白紅事
件」が目立つ位だが，索引には阪谷芳男．作田壮
ーなど，本文は正しいのに索引の方が誤植となっ
ている。また索引では独立項目になっている人名
の場合のみ当該頁数はゴチックで印刷されている
が，フェノロサ，モース，福武直や山田わかの場
合はその頁数がゴチックになっていない。さらに，
p.87に出てくる石川映作と伴直之助のうち，石川
の名は索引にあがっているがp.87はおちている
し，伴の方は名前そのものが抜けている。また，
ロスは p.522がのっているが， p.197はぬけている。
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